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◎舞鶴市水道ビジョンの基本理念と基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来につなぐ安心で安全な水の安定供給 

基本理念 

水道事業を取り巻く状況が一層厳しくなる中で、安全で良質な

水道水を将来にわたり安定的に供給するためには、施設や設備等

の更新・整備を着実に進めるとともに、業務の改善に努める必要

があります。平成２７年３月に水道ビジョンを見直し、公共性と

経済性の両立を前提とし、引き続き基本理念を「未来につなぐ 

安心で安全な水の安定供給」としました。 

 

 本市水道事業が抱える様々な課題の解決を図るととも

に、水道を取り巻く新しい社会の潮流にも的確に対応できる態

勢を構築するため、厚生労働省が平成１６年に策定した『水道

ビジョン』に明記されている、目指すべき方向【安心】・【安全】・ 

【持続】・【環境】に基づき４つの基本施策を設定しました。 

   平成２７年３月の見直しにおいては厚生労働省が平成２５

年３月に策定した『新水道ビジョン』の方向性【安全】・【強靭】・ 

【持続】を基本施策に取り入れました。 

１． 安定給水の確保 

２． 安心で安全な水道水の確保 

３． 健全経営の推進 

４． 環境への配慮 
 

基本施策 



─　2　─

 

舞鶴市水道ビジョンの施策体系図 

      
 1 老朽施設、経年管路の更新 

        
    

1. 安定給水の確保 
    

 2 災害対策の強化 
       
         

 3 簡易水道事業の統合整備 
       
        
       

 1 水源の保全 
         

     2. 安心で安全な 
   水道水の確保 

    
 2 水質管理の強化 

        
        

 3未普及地域の解消 
         

水道の整備 
       
      

 1 民間委託の推進 
          
         

 2 工事コストの縮減 
   

 
   

  
 

   
3. 健全経営の推進 

 
 3 人材の育成 

        
      

4 給水サービスの向上 
      
         

 5 適正な水道料金の設定 
       
        
       

 1 省エネルギー対策 
         
         

 2 クリーンエネルギーの導入 
   

4.環境への配慮 
  

      
 3再生資源の有効利用 

       
       

 4 有効率の向上 
     

 


